
R03P4_4 評価事例 

観点別学習状況の評価（Ａ～Ｃ）の事例とその評価基準 

 

１ 評価のねらい 

 交流回路に対するシミュレーションを通して，物理現象の理解に対する科

学的なアプローチの方法を理解する。 

 本時では，交流電源に抵抗Ｒ，コイルＬ，コンデンサＣが並列につながれた

ＲＬＣ交流回路において，回路に流れる電流が周波数に応じてどのように変

化するかを説明する。その際，科学的な理由付けを行った上で条件を設定して

できているかをワークシートから見取ることを本時のねらいとする。 

（Ｒ = 2.0 kΩ，Ｌ = 1.0 H，Ｃ = 15 μF，Ｒ’= 100 Ω，Ｖ０ = 5.0 V） 

 

２ 評価基準 【思考・判断・表現】の評価 

 Ａ 予測計算に基づき，科学的な理由付けをした上で，測定値を決めている。 

Ｂ 科学的な理由付けをした上で，測定値を決めている。 

 Ｃ 科学的な理由付けが見られずに，測定値を決めている。 

 

３ 生徒の評価事例 

【評価Ａの例】 

周波数が極めて大きい場合と小さい場合とで

は，ほぼＲ’のみに電流が流れることを予測し

ており，そのことを踏まえてシミュレーション

での周波数を設定していることを見取ることが

できるため，「十分満足できる状況」（Ａ）と判断

できる。 

 

 【評価Ｂの例】 

  周波数の変化が一次関数的に変化するのか，

指数関数的に変化するのか科学的な理由付けは

あるものの，前段階で予測したことを踏まえて

いるとはいえないため，「満足できる状況」（Ｂ）

と判断できる。 

 

 

 【評価Ｃの例】 

  設定する数値が，自分の誕生日などのよう

に，科学的にも前段階で予測したこととも関係

のないものであることから，「努力を要する」

（Ｃ）と判断できる。 
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